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その言葉、その心で
茨城県・土浦市立土浦第四中学校・九年
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EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひさ),久)
「今日、学校どうだった？」
　僕は毎日家族にこう聞かれます。時にはそれがめんどくさいと感じる事もあったし、うるさいなあと思った事もありました。僕にとってそれはきっと日常的すぎて当たり前のことだったのでしょう。しかし、その当たり前だと思っていたことが当たり前ではなく、とても大切なことだったのだなあと実感した日がありました。
　それはまだ僕が小学生のときでした。その日はトラブルに巻き込まれて落ち込んで帰宅しました。家に帰ると、毎日当たり前だと思っていた「今日学校どうだった？」という言葉に僕は心が熱くなり涙を流しました。実はその日、同じ学年のよく問題を起こしていたグループの子達に、同じグループに入るように勧誘をされたのです。しかし、僕はその子達が起こしている問題で、どれほどの人達が迷惑を被っていたかを考えると、絶対に入りたくないと思いました。また、過去にはそのグループの何人かに怪我をさせられた事もあり、親がどれだけ心配したのかを考えると、僕はそのグループに入ろうとは考えられませんでした。しかし、その勧誘を断るだけでそのグループの子達が納得するはず無く、僕はターゲットになってしまいました。実際その勧誘を断りターゲットにされるのが怖くて、そのグループに入った友達も何人かいました。断ってからの僕の毎日は地獄のようでした。何か問題が起これば全て僕のせいにされたのです。物が無くなった時は僕が盗ったと犯人にされ、煩くしていた子を注意すれば顔を殴られ眼鏡を割られました。助けを求めた当時の担任は、その子達の話だけを信じ、全て僕が悪いと決め付けました。何度勧誘を断った事を後悔したか分かりません。そのぐらい状況は過酷で毎日が辛く、神経が休まる事はありませんでした。そんなある日、僕はそのグループの一人に脳震盪を起こす程何度も殴られ壁に頭をぶつけられました。僕は翌日から学校に行けなくなりました。母は泣きました。これからどうしていこうかと家族で話し合っていた時、家のチャイムが鳴りました。ドアを開けると校長先生が立っていました。
　「先生と一緒に学校に行こう。先生が守るから。」突然の訪問に僕は驚きました。校長先生から事情を聞いた僕は嬉しくて涙が止まりませんでした。なぜなら、校長先生はグループの子達や担任の先生の話だけを信じるのではなく、僕が今までされてきた事をしっかりと把握してくれていたからです。また、僕の精神的なサポートをしながら僕の家族は、学校に何度も足を運んでいたという事も校長先生から聞きました。これ以降僕は少しずつではありますが、徐々に自分を取り戻すことができました。その後も嫌がらせや非行に繋がるような悪い誘いも受けましたが、決して一人ではないのだという安定した気持ちや、見守ってくれている周りの人達のおかげで、自分を見失う事なく、自分の信じた道を曲げずに進んでいこうと決心し、現在も努力し続けています。
　この経験から僕は、犯罪・非行のない地域づくりを実現させる為には、家族やその地域の人達が自分の子供や近所の人達を優しい気持ちで見守り、犯罪・非行をした人達、又はその可能性のある人達を見捨てない気持ちを持ち、コミュニケーションをとる事が重要だと考えています。コミュニケーションとは犯罪・非行のない地域づくりを実現させるための第一歩なのです。
　どんなに元気そうに見える人間でも、実は悩み苦しんで泣きたくなるような毎日を送っている事もあります。そこで自暴自棄になって罪を犯す事だってあるかもしれません。その悩みが深ければ深い程、平気なフリをしている事だってあるのです。だからこそ、ちゃんと見てるよ、ちゃんと気にしているよというメッセージを送る事はとても大切な事なのです。
　「最近どう？」「何かあったらいつでも話してね」「今日学校どうだった？」「大丈夫だよ」僕はたくさんの言葉をもらい、救われました。そして目を逸らさず向き合ってもらえた事はとても幸せな事だと思っています。
　僕は現在、学校の先生になりたいと思っています。これからの子供達を支え、犯罪・非行の誘いから守る事、その可能性にいち早く気がつき、守り、向かい合ってあげたいです。
　「今日学校どうだった？」
今の僕は、その言葉を毎日かけてくれた家族に心から感謝しています。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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